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55.0% 66.0%
子ども読書活動の事業を展開
し、7割近い登録をめざす。

区民一人当り蔵書冊数（冊） 3.9冊 4.0冊 4.0冊 4.0冊 4.3冊
図書資料の充実を図り、区民一
人当り蔵書0.3冊増をめざす。

区立図書館における区内中学
生の利用者登録率(%)

59.3% 55.7% 53.8%

《今までの成果及び指標分析を踏まえて》

　図書館は「知のライフライン」として区民の生活に不可欠な存在となるよう、区民の身近な場所
で図書館サービスを提供していく。子ども読書推進活動や分担収集などの図書館サービスの充実に
ついて、積極的に関係部課と連携を取りながら、区民にとって分かりやすい情報発信を展開してい
く。

9.4点 9.4点 9.4点 9.4点

71.2% 67.9% 67.9% 70.0%

1,126,719 1,068,982 1,117,360 1,180,000

51,492 50,422 50,805 53,000

18年度 19年度 20年度

28.6%

図書館は、区民の生涯学習の拠点として一番身近な存在であり、自立した
区民の成長と地域の活性化の礎となる公共施設であることから、当該施策
の優先度は高いと考える。

79.0%

11.0点

区民の4割近い図書館利用をめ
ざす。

区民の4割近い図書館利用をめ
ざす。

サービスの充実により入館者数
20％増をめざす。

子ども読書活動の事業を展開
し、8割近い登録をめざす。

29.0% 28.3% 28.0%

施策の分類
分類についての説明・意見等

前年度設定 今年度設定

関連部課名

重点的に推進 推進

指
　
　
　
　
標

利用者登録率（％）

個人登録者数（人）

入館者数（人）

区立図書館における区内小学
生の利用者登録率(%)

63,000

1,340,000

指標に関する説明

区民の多種多様なニーズに応え、子どもから大人までの読書を推進し、区民の身近な場所における
図書館サービスを提供するとともに、図書館の３要素である資料・情報、建物等環境、人的サービ
スの面から図書館サービスの充実を図る。

○図書館から離れているため、図書館サービスが十分届きにくいと思われる地域に、身近な図書館
サービス拠点として図書サービスステーションを設置することが必要である。
○立地、施設規模、蔵書数、次代を見据えた先進的なサービスを含めた中央図書館機能についての
検討、及び地域館の老朽化対策、中心館と地域館の機能連携等のあり方について検討する必要があ
る。
○「子ども読書活動推進計画」に基づき、教育委員会指導室と連携して「あらかわ子ども読書フェ
スティバル」の取り組みや学校図書館との連携、ブックスタートによる保健所との連携、ひろば
館・ふれあい館等と連携した事業をさらに推進していく必要がある。
○「これからの図書館調査懇談会」報告で提起された、レファレンスサービス、医療健康情報サー
ビスやビジネス支援サービス等問題解決型の新たな図書館サービスを進める必要がある。
○文学館担当と連携し、吉村昭資料の展示を充実させ、区民に周知していく必要がある。
○長期延滞、資料の紛失やインターネットの目的外利用等に対処するなど、適正な資料管理を図る
必要がある。
○選書を充実させ、蔵書面での特色ある図書館づくりを進める必要がある。
○図書館システムの更新に向けて新技術対応や機能の充実について検討する必要がある。

施策の成果とする指標名
指標の推移

目標値
(28年度)

35.0%

区民一人当り総個人貸出点数
（点）

サービスの充実により区民一人
当り年間11点をめざす。

17年度

内線
教育委員会事務局南千住図書館
北村　美紀子 436

施策名
部課名
課長名

施策No図書館サービスの充実 04-13

行政評価
事業体系

分野 子育て教育都市[Ⅱ]

政策 心豊かにたくましく生きる子どもの育成と生涯学習社会の形成[04]
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430,849

12-07-09 16,345 16,760

12-07-11 4,580 3,756

12-07-12 16,989 3,024

12-07-10 163,173 191,907 継続

12-07-07 1,218 803 推進

12-07-08 0 0 ―

1,269 1,231
重点的
に推進

継続

2,278 2,014 推進

12-07-05 53,537 52,903 推進

9,475 8,397 推進 継続

12-07-02 66,196 70,535 推進

施策推進のため
の分類

前年度
設　定

今年度
設　定

19年度

子どもの読書離れの改善、国語力や読
書力の向上のために、極めて優先度の
高い事業である。

障がい者サービスを充実させるため、
必要性が高い。

利用者の利便性向上を図り、先進的な
ITサービスを提供するため、必要性が
高い。

分類についての説明・意見等

区民の学習活動の拠点である図書館の
環境整備を図るため、優先度の高い事
業である。

図書館サービスの基礎である資料の充
実を図るため、必要性が高い。

18年度

視聴覚サービス

図書館施設の改修

図書館非常勤職員

図書館の運営

図書館施設の修繕

施策を構成する事務事業の分類

図書資料の購入

図書館施設の管理

録音図書デジタル化推進
事業

図書館ＩＴ整備事業

事務事業名
決算額（千円）

障がい者サービス

子ども読書活動推進計画
事業

事務事業
No

図書館オンラインシステ
ム

12-07-03

12-07-04

12-07-06

推進12-07-01 57,382 58,579 推進

12-07-13 0

392,442合　計

汐入・図書サービス
ステーション

20,940
重点的
に推進

推進

継続

推進

推進

継続

推進 継続

推進

障がい者サービスを充実させるため、
優先度の高い事業である。

継続

継続

重点的
に推進

区民の学習活動の拠点である図書館の
環境整備を図るため、優先度の高い事
業である。

図書館サービスを支える非常勤職員の
役割は重要であるため、必要性が高
い。

区民の身近な場所で図書館サービスを
提供するため、優先度の高い事業であ
る。

継続

推進

施設の老朽化が進み、施設の維持が必
要が必要なため、必要性が高い。

施設の老朽化が進み、施設の維持が必
要が必要なため、必要性が高い。

図書館サービスの基礎である図書資料
の充実を図るため、優先度の高い事業
である。

利用者の利便性向上を図り、先進的な
ITサービスを提供するため、必要性が
高い。


